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（単位：百万円）

予算額 決算額
差額

（決算－予算）
備考

収入

運営費交付金収入 4,879 4,879 0

補助金等収入 194 175 △ 19

自己収入 46,564 48,350 1,786

授業料、入学金及び検定料収入等 734 821 87

附属病院収入 37,410 39,430 2,020 （注1）

雑収入 8,420 8,099 △ 321

受託研究等収入及び寄附金収入等 1,476 1,825 349 （注2）

長期借入金収入 2,495 2,260 △ 235

短期借入金収入 442 － △ 442

56,050 57,489 1,439

支出

業務費 48,835 48,891 56

教育研究経費 3,808 3,486 △ 322

診療経費 40,511 42,044 1,533 （注3）

一般管理費 4,516 3,361 △ 1,155 （注4）

施設整備費 3,682 3,279 △ 403

受託研究等経費及び寄附金事業費等 1,365 756 △ 609 （注5）

長期借入金償還金 2,168 2,157 △ 11

56,050 55,083 △ 967

予算と決算の差異について

（注２） 新型コロナウイルス感染症関連の受託研究の増などにより、予算額に比して決算額が３４９百万円増加
しました。

（注３） 医薬品費・診療材料費の増などにより、予算額に比して決算額が１，５３３百万円増加しました。

（注４） 人件費の減などにより、予算額に比して決算額が１，１５５百万円減少しました。

（注５） 新型コロナウイルス感染症の影響による研究費の減などにより、予算額に比して６０９百万円減少しまし
た。
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（注１） 高額な医薬品の使用による薬剤収入の伸びなどにより、予算額に比して決算額が２，０２０百万円増加
しました。
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